
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１月の行事予定 

保護者アンケート結果 

     千里の道も一歩から 
              赤羽 広美 

保護者・地域の皆様、今年も大変お世話になり、ありがとう

ございました。新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、日本には「千里の道も一歩から」という古くから

あることわざがあります。これは、たとえ千里という長い

道のりであっても、まずは足元の一歩から始まるという故

事を由来としていることわざです。そこから、どんなこと

でも達成するには、一つ一つの小さな積み重ねが大切とい

うたとえとして使われます。 

 実は、ドラえもんの道具にも「千里一歩はねぼうき」と

いう道具があります。テスト勉強でこんなにたくさん勉強

できないと言って嘆いているのび太に、「なやんでるひま

に、ひとつでもやりなよ」と言って、ポケットから秘密道

具を出します。少しずつやっていくと気付いたら全部終わ

っていた、という道具です。のび太はここでものらりくら

りと逃げてしまいます。しかし、いつも逃げているように

見えるのび太ですが、肝心な時に頑張る心も持っています。

優しくする心、人を大切にする心も持っており、最後には

夢を叶えて環境庁の職員になり（科学者という別説もあ

る）、しずかちゃんと結婚するという話は有名です。 

 子供たちには、夢を持ちましょう、とよく話をしていま

す。歩き出す道（夢や目標）が決まったら、たとえそれが

とても長い道のりに感じても、まずは一歩を踏み出すこと

が大切です。あこがれているだけでは夢は叶いません。「千

里の道も一歩から」の言葉のように、一人一人があきらめ

ずに挑戦し続ける子になってほしいと願っています。 


